
昭和49年12月10 8 
月 刊（毎月10日発行）.. .l1l 2 3 2号ひさあ報広

昭和32~1!8月8目
·· ~3 －便物認可 ・・

，
 、．、，
 
－，
 

日...，に），＇＇ C"" 凶で：’ γ 
l ’． ・・‘..

ー ，，－ ーf二、・叫円I

00 戸血 、．、．問、町、

'" 

M 
~；；.－，； 

5娩‘；さ
《 γ ャ.., .............‘＂ 

川iiiJ.d{tf}ι，、μ立；.＇；~＇.（，；~干しp

232 

昭和49 ft:: 

！？月10R発行

... 
，..τ》ー

No. 
、， 
一ー見、、

叫三

〈

L－は
昭
和
．
て
卜
一
年
附
の

川
崎
中
山
河
崎
駅
川
辺
の
法
的
U
V

〈
下

は
現
刊
の
よ
う
一す

V

曲
り
く
ね
っ
た
自
国
道
刀
境
ま
で
続
き

国
鉱
線
ガ
ま
つ
守
ぐ

市
振
ま
で
続
い
て
い
だ
υ

国
道
八
号
線
の
開
通
と
立
ハ
に
、
デ
ラ
ッ

ク
ス
な
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
ガ
ロ
ち
芯
ら
ひ
、

越
中
宮
崎
駅
ガ
新
設
さ
れ
る
や
、
売
る

聞
に
旅
館
や
食
堂
ガ
所
探
し
と
ズ
l
フ
ン

し
疋
。
園
鉱
も
複
線
笥
化
合
れ

宮
崎
ト
ン
ネ
ル
も
、

山
苛

ηに
新
し
く
開

さ
く
さ
れ
疋。

宮
崎
浜
は
、
シ
ー
ズ
ン
と
も
ら
れ
は
一

大
観
光
泊
己
変
貌
し
、

二
十
年
の
歳
同
は
越
巾
宮
崎
駅
周
辺
を

急
速
巳
都
市
化
し
て
い
つ
疋
。

旧
国
道
に
残
さ
杓
疋
一
本
松
は
、

う
つ
り
愛
わ
る
宮
崎
村
の
歴
史
を
胸
に
榔

め
て
、
心
つ
も
ひ
っ
そ
り
と
立
っ
て
い
る
。

）
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感歪麗霊誼a聖書今月のおもな記事

。晴れの叙勲、 表彰の栄

。朝日町長中川燕一氏三期

連続当選

。五年年金と沼人恩給の改

訂請求

。子供を保育所に入れたい71へ
。j畏地転用は必ず許可を受けて
。宵年，芸能大会と背年議会

。年来年始の交通安全辿!WJ

。富山県背均三の身｛｝に参加して

。成入者名簿照会

。流雪階建設工併進む

。本年度文化祭行事の反省

？
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教
育
功
労
者
叙
勲

・烈
六
苓
「
玉
冠
叢

水
野
す
な
さ
ん
（む

朝
日
町
社
会
教
育
委
員
（栄
町
）

昭
和
四
十
九
年
秋
の
叙
蛾
伝
達
式
が
ざ
る
十
一
月
十
五
日
東

京
国
立
劇
場
で
行
わ
れ
、
水
野
す
な
さ
ん
が
教
育
功
労
者
と
し

て
、
耐
間
六
肘
守
山
冠
取
が
段
与
さ
れ
ま
し
た
。

水
野
さ
ん
は
、
二
六
年
間
小
学
校
教
育
に
従
事
さ
れ
た
あ
と

二
十
数
年
間
に
わ
た
り
、
婦
人
会
長
、
保
育
園
長
、
社
会
教
育

委
員
を
は
じ
め
数
多
く
の
役
臓
を
惟
任
さ
れ
、

献
身
的
に
社
会

教
内
活
動
、
児
抵
制
州刊
行
政
指
阪
に
貨
献
さ
れ
た
刷
新
に
よ
る

も
の
で
す
。

富
山
県
県
政
明
労
者
表
彰

街
山
県
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
県
政
発
展
に
功
績
の
あ

っ
た
五
十
二
人
と
、

一
団
体
を
、
十
一
月
三
日
文
化
の
自
に
、

県
庁
大
ホ
1

戸
で
そ
の
功
絹
を
蹟
え
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

朝
日
町
か
ら
草
野
久
也

〈
医
事
山
労
〉
魚
住
脚
雄
（
交
通
安

全
功
労）

、
水
島
五
松
（
海
外
移
住
功
労
）
の
一
ニ
氏
が
こ
の
栄

誉
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

一
二
氏
の
陥
商
と
幼
労
の
既
袋
は
次
の
と
お
り
で
す
。

室

事

功

労

草
野
久
也
氏
（
市
）

黒
部
厚
生
病
院

内
科
医
長

（本
町
）

一一
十
七
年
間
に
わ
た
り
、
川
口
…
削
月
生
病
院
に
側
協
刊
さ
れ
、
新

川
地
域
住
民
の
健
康
管
理
と
明
進
に
努
め
ら
れ
る
と
共
に
、
医

学
、
学
術
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

交

通

安

全

閃

労

魚

住

輝

雄

氏
（引
〉

洋
服
店
経
営

（
栄
町
）

十
五
年
聞
に
わ
た
り
、
出
山
県
交
通
問
符
け
は
と
し
て
、
街
一削

指
導
に
よ
る
歩
行
者
保
殺
、
安
全
運
転
の
高
湯
に
努
め
ら
れ
ま

し
た
。

海

外

移

住

防

労

水

島

五

松

氏
自）

養
鶏
、
鵠
肉
却
売
業

ベ
ル
｜
共
和
国
リ
マ
市
（境
出
身
）

間
和
三
年
に
ぺ

w
ー
に
邸
住
延
期
業
を
笛
む
か
た
わ
ら
、
ぺ

山川
l
富
山
県
人
会
の
再
興
を
は
か
り
、
現
在
会
長
と
し
て
本
県

移
住
者
の
定
着
安
定
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

富
山
県
教
育
功
労
者
表
彰

長

崎

光

雄

氏
（刊
）

大
家
庄
小
学
校
教
諭

（教
務
主
任
）

（鐙
谷
）

去
る
十

一
月
二
口
行
わ
れ
た
富
山
県
教
育
功
労
者
表
彰
式
に

お
い
て
優
良
教
服
員
と
し
て
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

氏
は
附
利
二
十
二
年
小
学
校
教
諭
と
し
て
ぷ
服
以
来
、
学
校

教
育
の
研
究
と
共
に

「
蛭
谷
の
入
会
権
」
、

「
村
興
し
に
お
け

る
私
の
あ
ゆ
み
」
、

「
自
然
と
人
女
の
接
触
一向
」
、
等
の
人
文

科
学
に
閲
す
る
論
一
え
を
発
友
さ
れ
る
な
ど
、

そ
の
嵐
欲
的
な
教

育
割
心
、
努
力
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

一
轟
醸
醐
轟
錨
…

…
中
川
一雄

一氏

…

豆
期
連
続
当
選

りレ
験
炉
氏
一

一寸
一寝
間Mr…

民
社
組
繍
翻
畿
圏

可

中

山

十
二
月
二
十
五
日
を
以
て
任
期
満

了
に
伴
う
朝
日
町
長
選
挙
は
、
十

一

月
二
十

一
日
告
示
さ
れ
、
立
候
補
届

け
出
期
限
の
二
十
二
日
午
後
五
時
ま
’

内

で
に
、
現
職
の
中
川
市
川
一
氏
の
ほ
か

に
立
候
補
者
が
な
く
、
十
二
月
一
日

の
投
渓
を
待
た
ず
、
中
川
現
町
長
の

三
期
連
続
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
と
れ
に
伴
う
選
挙
会
は
、

．
十
二
月
二
日
朝
日
町
役
場
特
別
室
で

ー
聞
か
れ
、
引
き
続
き
行
わ
れ
た
選
準

管
理
蚕
員
会
の
附
上
で
蚕
員
長
よ
り

．
中
川
窪

一
氏
に
当
選
読
書
が
附
与
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、

任
問
は
附
和
五

十
三
年
十
二
月

十
．
1
五
日
ま
で
で

す
。中
川
猿
一
氏
は
附
和
問
卜
一

年
十

二
月
、
再
選
聞
も
な
い
当
時
の
本
村

．
朝
日
町
長
の
急
叫
に
よ
り
そ
の
造
業

を
継
い
で
町
長
選
に
江
枝
川
し
無
投

V

票
当
選
、
以
後
そ
れ
を
合
め
て
今
出

ま
で
、

町
長
一一
期
を
初
め
、
と
の
た

び
の
当
選
は
さ
一
期
目
で
す
。

マt
・4
E
’n
k
u

(2) 

最
近
入
札
さ
れ
た
百
万
円

以
上
の
工
事

て
林
道
横
回
線
災
害
復
旧
工
事

工
事
費

て

七
五

O
千
円

工
期

十
月
一
．十
一一一

u
t－－
二
月
十
日

二、

町
道
宮
本
町
上
績
尾
線
路
一
周
補
修
工

事
工
事
費

延
長
石
積
工
期

て

O
九
O
千
円

四
七
、
ぃハ
米

二

．回
、
六
平
方
米

十

一
月

一
月

t十
二
月
三
十
日

三
、
町
道
竹
の
内
八
号
線
改
良
工
事

工
事
費
二
、
九
二
O
千
円

延
長

二
七
五
米

幅
員

四、

O
米

工
期

十

一

月

一
円
！
昭
和
五
十
年
一

月
三
十
日

四
、
町
道
泊
桜
町
線
改
良
工
事

工
事
費

九

、

九

O
O
千
円

延

長

三

O
二
、
七
米

幅
員

十
米

工
期

十

一
月
十
五
日

l
昭
和
五
十
年

三
月
十
五
日

五
、
林
道
上
木
谷
一
号
線
改
良
工
事

工
事
費

一
二
、
六
ハ

6
．
千
円

延

長

二

二
九
米

幅
員

四、

O
米

工
期

十

一
月
十
五
日

1
附
和
五
十
年

三
月
二
十
日

六
、
林
道
城
山
線
災
害
復
旧
工
事

工
事
費

て

O
二

O
千
円

工

期

十

一
月
十
五
日

l
十
二
月
二
十

門
口
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づ
き
ま
し
だ
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五
十
作
一
月
か
ら
待
望
の
五
年
年
金
の

裁
定
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

間
和
問
イ
ゲ
ド
ハ
仔

一
月
に
五
年
年
金
の
納

付
が
は
じ
ま
り
、
当
初
か
ら
か
り
始
め
た

万
は
州
十
九
年
十
ぺ
凡
ま
で
．
h
年
間
の
納

付
が
終
り
ま
す
η

五
年
間
が
経
過
し
六
十
五
才
に
絡
し
て

い
る
万
は
、
年
金
の
請
求
を
し
て
い
た
だ

く
ζ

と
に
な
り
ま
す
が
納
付
を
的
め
た
月

に
よ
っ
て
請
求
の
月
も
変
っ
て
き
ま
す
。

さ報 ・… あ

納
付
を
は
じ
一
請
求
す
る

一
支
給
開
始

め

た

月

一

月

一
の
月

四
十
五
、
二

H
一
五
十
有

一月
一
五
十
三
一
月

四
十
五
三
一
月
五
十

3
一J
五
十
f
二月

四
十
五
午
一一
一
旦
五
十
三
一月一

戸
九
十
革
問
丹

U
4い！（
l
q
U
J
H

Z
L
い
l
r
n河
川

・
L
I
J
t・
L
円

H
4｜
司
－
H
E

一
ヲ
l
v
i
l
I－

四
十
五
年
五
月
一
日

1
3
2一
九
十
出
六
月

四
ト
五
’
キ
六
耳
五
十
年
六
円
一
五
十
年
七
月

－仏・
問和32年 8月88 
・・・ JHHS銭便物認旬

間
十
八
年
十
月
に
始
ま
っ
た
併
間
五
年

年
金
の
加
入
者
に
つ
い
て
は
四
十
五
年
六

月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
か
け
金
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

ζ

の
場
合
は
五
十

年
六
月
ぶ
ま
で
に
納
付
を
終
え
、
訓
求
の

手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
つ
ぎ
の
乙
と
に
つ
い
て
今

一
度
、

確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

。
か
け
金
の
納
め
忘
れ
の
期
間
が
な
い
か

O
前
納
し
た
方
は
四
＋
九
年
一
月
よ
り
か

け
金
が
九

O
O円
に
な
っ
た
た
め
、
前

に
か
け
た
七
五

O
円
と
の
差
額
、

一
五

O
円

（
一
年
分
で
一
八

O
O
問〉

が
納

ま
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
、

却
し
く
は
市
役
所
、
川
村
役
場
の
窓
け
で

お
吋
ね
く
だ
さ
い
。

軍
人
恩
給
の
改
訂
請
求
と

一
時
恩
給
の
申
請

村
普
通
恩
給
受
給
者
中
、
七
十
才
以
上
の

加
算
年
の
年
額
算
入
に
伴
う
申
立
、
申
込

み
に
つ
い
て
、

ト
附
和
四
十
八
年
十
月
の
雌
行
の
際
、

間
利
ぷ
十
年
一
一
一
月
三
十

一
日
出
に
七
十

J
に
な
る
に
リ
も
、
申
請
す
る
ζ

と
が
で

き
ま
し
た
が
、
今
度
は
昭
和
五
十
三
年

三
月
三
十

一
日
迄
に
七
十
才
に
な
る
万

も
巾
請
で
き
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
0

2

次
の
刈
は
、
加
昨
年
が
恩
給
命
制
に

算
入
さ
れ
ぎ
す
か
ら
、
該
当
者
は
叩
苦
悶

し
て
下
さ
い
。

・
じ

l
d
以
上
の
が
、

－
扶
助
料
受
給
者
（
公
務
扶
、

t
u扶
〉

・
傷
病
年
A
W一
と
世
通
思
給
を
併
給
さ
れ

て
い
る
が
。

仲
恩
給
法
改
正
に
伴
う
一
時
恩
給
の
申
込

み
に
つ
い
て

．
時
恩
給
の
山
政
当
者
は
従
来

・
引
き
続
き
任
臓
三
年
以
上
七
年
未
満

－
下
土
宮
以
上
と
し
て
の
加
算
年
を
含
む

二
年
以
上

の
万
々
で
し
た
が
、
こ
れ
が
昭
和
凹
十

九
年
九
月
一
日
か
ら
「
ド
上
官
以
上
と
し

て
加
算
年
を
含
む
六
カ
月
以
上
」
と
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

く
わ
し
い
こ
と
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

朝
日
町
神
田
町

水

野

正

電
路
ニ
l
O
一
五

おウ
7
さ
ま
を

保
育
所
に
入
れ
だ
い
万
は

申
込
み
は

近
く

の
保
育
所

へ

附
利
h
十
年
間
月
か
ら
、
ぉ
，
ナ
さ
ま
の

似
的
所
入
所
を
布
引
さ
れ
る
ん
は
、

十
ニ

月
十
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
問
に
最
宿
り

の
保
育
所
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
世
は
久
川
保
汀
所
に
あ
り
ま
す
。

な
お
給
与
所
得
者
は
、
昭
和
四
十
九
年

分
給
与
所
得
の
原
泉
徴
収
薬
を
二
月
二
十

八
日
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
作
保
行
所
り
え
は
役

場
住
民
諜
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

。、AqJhv
、ay
h
r
、d
J
A
－－
4
1
aフ
b
、Aup

由
民
地
の
転
用
は

必
ず
許
可
を
号
一
け
て

農
地
転
用
の
注
意

、内
民
地
法
で
は
良
地
を
宅
地
や
山
紘
な
ど

の
よ
う
に
円
以
地
以
外
の
も
の
に
転
用
し
よ

う
と
す
る
と
き
、

χは、
燥
地
点
伊
」
転
用
す

，Q
け
的
で
所
行
’
椛
を
移
転
す
る
と
き
は
、

知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

乙
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
自
己
所
有
の
田
畑
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
地
上
に
挫
物
を
辿
築
、
又

は
、
総
林
す
る
場
合
に
は
、
速
や
か
に
農

地
法
（
第
四
条
及
び
第
五
条
の
規
定
）
に

越
づ
く
許
可
申
請
書
を
農
業
委
員
会
に
毘

出
し
、
知
事
の
許
可
を
得
て
地
問
変
更
の

登
記
申
請
手
続
ぎ
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

r
－
u
。

－k
，，， 近
年
の
ほ
初
撚
船
引
業
の
進
展
に
伴
い

無
許
可
の
転
用
が
あ
り
ま
す
が
、
今
だ
に

転
用
時
謂
替
を
出
し
て
お
ら
れ
な
い
方
は

早
速
担
品
し
て
下
さ
い
。

八
写
真
は
保
育
所
風
景
V

農
業
掻
輿
地
域
整
備
計
画

と
の
関
連

本
計
画
は
、
土
地
利
用
の
高
度
佑
と
民

業
の
近
代
化
を
め
ざ
し
て
昨
年
＝
月
に
策

定
さ
れ
ま
し
た
。
（
「
あ
さ
ひ
」
第
2
2

2
号
参
照
）

一
割
問
で
定
め
る
農
用
地
区
域
（
今
後
、

農
用
地
と
し
て
利
用
す
べ
き
区
域
）
内
で

の
民
地
の
服
用
は
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ

て
お
り
ま
せ
ん
ο
郁
悩
に
よ
り
、

こ
の
農

用
地
区
域
内
で
の
農
地
の
転
用
を
さ
れ
る

場
合
は
、
当
該
民
地
を
除
外
し
な
げ
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
土
地
基
盤
強
制
事
業
を
実
施

中
の
区
域
内
の
土
地
お
よ
び
当
該
事
業
が

完
了
し
た
年
度
の
翌
年
か
ら
起
算
し
て

8

年
を
経
過
し
て
い
な
い
地
区
内
の
土
地
は

牒
用
地
区
か
ら
除
外
で
き
ま
せ
ん
。

計
図
表
更
は
年
一
回
で
す
。
農
用
地
区

域
か
ら
除
外
し
た
い
土
地
が
あ
り
ま
し
た

ら、

Z
月
末
日
ま
で
店
業
委
員
会
へ
申
し

出
て
下
さ
い
。

く
わ
し
い
乙
と
は
農
業
委
員
会
ヘ
問
い

合
わ
せ
く
だ
芯
い
。

（
T
E
L
一一一

1
0五
二
九
）

一一、

F

町
民
の
み
な
さ
ん
へ

↑

一

子
供
芝
町
に

～

一

演
し
い
冬
一
体
み
を

一

一

品叩

’
v

，A

’

～

一

歳
十
本
、
新
年
を
と
お
し
て
、

子
供

一

－
た
ち
に
と
っ
て
は
短
い
な
が
ら
楽
し

一

一
い
冬
休
み
に
な
り
ま
す
。

一

一

事
政
の
な
い
よ
う
に
町
民
総
ぐ
る

－

一
み
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

一

－

1
．
正
し
い
生
活
、
遊
び
、
交
遊

－

一
・

子
供
た
ち
の
平
日
の
師
宅
は
午
後

一

一

問
時
半
ま
で
で
す
。
・V
ら
せ
ま
し

一

一

土
う
。

一

一
・

ク
リ
ス
マ
ス
パ
1
テ
ー
や
、
誕
生

－

一

会
な
ど
は
節
度
あ
る
も
の
に
。

…

一
・

遊
び
の
泌
密
基
地
は
非
行
に
つ
な

一

一

が
り
ま
す
。
よ
く
似
を
つ
け
ま
し

一

－

ょ切っ
。

－

一
・
パ
チ
ン
コ
そ
の
他
大
人
の
遊
戯
場

一

四

へ
の
出
入
り
は
や
め
さ
せ
ま
し
ょ

圃

一

う
の

一

一Z
交
通
安
全

－

一
・
自
転
車
の
二
人
来
り
、
か
さ
さ
し

い

一

運
転
無
灯
火
、
検
隊
乗
り
は
危
険

一

一
・

オ
ー
ト
バ
イ
の
無
免
持
辿
紙
、
大

一

一

形
オ
ー
ト
バ
イ
の
巡
似
は
佑
険
。

－

…
ー

そ
の
他

一

一

近
年
青
少
年
の
万
引
や
性
犯
罪
、

一

一

喫
煙
飲
酒
な
ど
が

mえ
て
い
ま

一

一

す
一

町
ぐ
る
み
で
注
必
し
ま
し
ょ

一

う
c

一

朝
日
町
人
事
異
動

一

一

新

旧

．
白
病
院

一
看
締
婦

．

新

採

金

三

津

盛

子

一

〈
昭
和
問
十
九
年
十

一
月

一
日
付
）

・

．
白
河
完

一
蹴

f
刷

新

保

安

迷

良

之

助

一

…

〈
昭
和
同
十
九
年
十
二
月
一
日
付
）

一

(3i 
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婦
人
圏
内

研
修
会
の
成
果

晶

山

市

他
県
の
婦
人
団
体
活
動
、
学
習
活
動
を

見
開
し
、
指
将
訴
と
し
て
の
資
質
の
’川
上

を
閃
り
、
婦
人
会
活
動
の
似
興
を
則
そ
う

と
、
と
の
ほ
ど
婦
人
国
内
研
修
会
が
尚
山

ひ，．，．・ ー第232号さ報・ー…ー あ
昭和32年8月8日 ｛ 
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少~
年孟
廿「I；足

長言宗
｜子旨三五
朝導を
ロ者墜
画研ぜ
｜ 引委i• ..c』
Z三；

少
年
育
成
の
基
本
と
な
る
べ
き
考
え
方

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
相
互
の
連

併
を
衝
に
し
、
今
後
の
少
年
育
成
の
充
実

販
制
拠
を
は
か
ろ
う
と
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
児
童
ク
ラ
プ
、
補

導
セ
ン
タ
ー
の
指
一
持
者
と
小
中
学
校
作
－
徒

指
持
主
任
の
先
生
か
が
一
泣
に
会
し
、
的

小
学
校
凶
省
筆
で
研
修
会
が
聞
か
れ
た
ゆ

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
道
」
の
映
闘
の

あ
と、

各
団
体
の
現
状
と
問
題
点
が
話
し

市
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
ο

十
九
名
の
婦
人
会
幹
部
は
、
岐
刷
出
県
尚

州
市
公
民
館
で
川
ぃ
山
婦
人
会
幹
部
と
、
お

ー
い
の
情
動
状
出
ぞ
交
換
し
、
出
聞
す
る

問
題
点
、
①
帰
人
会
組
織
の
強
化
策
、
①

乍
活
の
照
駄
を
見
胤
す
活
動
、
等
々
の
解

決
取
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
婦
人
会
の
思

す
べ
き
役
湖
、
将
部
と
し
て
の
使
命
等
、

今
後
の
婦
人
会
活
動
に
一
筋
の
光
明
が
見

山
さ
れ
ま
し
た
の

一
h
H
、
市
民
総
ぐ
る
み
で
保
護
顕
将
に

あ
た
っ
て
い
る
文
化
財
の
数
々
を
沼
町
民

し
、
心
う
た
れ
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。

万
山
相
祭
の
高
山
路
を
あ

と
に
、
心
的
々
と
、
明
日
か

ら
の
前
力
が
わ
き
で
て
く
る

の
で
し
た
J

八
写
真
は

i
1
l
l
；｝
1
1
 

川
悦
ド
ハ
須
佐
弘
ち

に
・
川
う

－
U
V

盛
会
だ
つ
だ

青
年
芸
能
大
会

連
合
V
討
作
間
で
は
卜
一
一
月
二
十
日
泊
小

学
校
講
作
れ
に
お
い
て
話
人
の
刈
々
を
特
別

招
待
し
て
、
第

一
問
叫何年
・
ぷ
能
ぃ
入
会
を
附

き
ま
し
た
。

各
校
ド
同
員
の
く
り
ひ
ろ
げ
る
、
踊
り

や
前
酬
に
老
人
の
刈
々
は
大
よ
ろ
と
び
で

～
つ
一
つ
に
相
心
な
引
γ
J
を
送
っ
て
い
ま

し
た
ο
官
仰
伐
の
鮎
川
市
、
川
川
川
問
先
，
関
、
川
問
符
筒
、

以
u

，h
川
川
内
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
寸
。

は
収
桜
秀
賞

刷
版
砕
け

岱

似
H
h

川口

約Ii
(Lil lfifl ~（ 
l京lj t) 1N 

（
引
力
作正
佼
ド
）

（一
間
保
伐
ト
〕

（的
校
一
卜
）

〈
宇
一良
は

山
間
保
地
ー
似
の
卜
イ
チ
ン
ザ
の
則
的
〉

第
十
二
間
切
り
町
青
年
議
会
は
、
去
る

」
l

）
月
！
日
本
年
位
総
決
算
と
し
て
町

民
、
別
役
を
は
じ
め
災
関
係
刈
挺
及
び
町

議
会
議
長
酒
井
栄
氏
ら
の
川
町
の
も
と、

町
議
会
議
場
に
お
い
て
本
会
議
が
開
か
れ

ま
し
た
。

－刷
会
w
般
に
お
い
て
は
、
川
f
校
統
合
問

題、

中
央
公
民
館
の
設
立
、
交
通
安
全
対

策
、
制
山
問
題
な
ど
活
発
な
質
疑
応
答
が

は
さ
れ
、
ま
た
、
H

町
議
会
広
報
発
行
の
恩

則
袋
店
H

の
繊
尚
拠
出
議
楽
が
出
さ
れ

、

村

吹

鳴
日
時

金
会

一
致

で

可

決

さ

れ

ま

し

た

。

十

二

月

二

占
年
波
会
の
宅
円
は
、
青
年
連
が

議

会

午

前

七

時

、

午
日
九
時

ル

l

w
在
地
γ
ぶ
と
共
に
、
町
政
に
背
年
の
山
一
回
一吹
鳴
さ
涼

同
を
反
映
さ
せ
る
が
で
す
が
、
今
年
の
青
A

演
習
招
集
信
号

年
議
会
は
、
短
か
い
期
間
で
あ
り
ま
し
た

十
五
秒
六
秒

が
、
九
分
そ
の
目
的
は
迷
せ
ら
れ
た
も
の

｜
｜
｜

休

と
思
わ
れ
、
今
後
必円年
議
民
各
位
の
各
方

什
ほ
ゆ

附
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
む
同
吹
鳴
区
域

八吋
J

肖
（
は
青
年
議
会
V

朝
円
町
全
域

第
十
二
回

朝
日
町
青
年
議
会

ー
本
会
議
｜

:41 

合
わ
れ
る
な
か
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
同
体
の

目
的
が
別
ら
か
に
さ
れ
、
本
米
的
出
動
が

う
き
ぼ
り
に
さ
れ
た
も
の
の
、
山
積
す
る

川
崎
山
…
の
府
伏
浪
は
附
川
市
に
見
出
ぢ
れ
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
け
し
か
し
、
子
と
も

は
遊
び
に
よ
っ
て
社
会
性
が
義
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
と
と
を
考
え
、
街
導
者
は
、
子

ど
も

ω訴
し
か
り
る
の
で
な
く
、

，I
ど
も

φ
話
し
合
う
安
併
が
大
切
で
あ
る
こ
と
と

指
導
者
は
万
能
で
な
い
以
上
他
同
体
と
泌

抑
協
力
し
て
指
導
に
あ
た
ら
ね
ば
な
ら
な

い
の
は
叩1
然
で
あ
る
が
、
さ
し
あ
た
り
、ソ

ロ
グ
ラ
ム
の
交
換
を
し
よ
う
、
と
中
し
あ

わ
せ
、
少
年
指
呼
の
重
一
一
変
性
を
一
内
航
認
し

て
欣
会
し
た
け－

暖
勇
器
異
の
取
扱
い
に
は

特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

今
年
も

年
末
警
戒
を
行
い
ま
す

容
さ
も
日
増
に
つ
の
り
、
火
災
多
発
則

と
な
り
ま
し
た
。

各
家
庭
に
お
け
る
睦
肘
掛
川
県
の
・取
敏
い

に
は
次
の
事
に
一
任
感
し
ま
し
ょ
う
。

綴
フ
ス
マ
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
燃
え
や
す
い

物
の
近
く
で
は
使
わ
な
い
こ
と
っ

務
燃
料
は
必
ず
火
を
消
し
て
か
ら
一
定
泊
す

る
こ
と
。

務
点
火
の
ま
え
に
油
も
れ
、
油
か
す
を
ふ

き
と
り
、
点
倹
を
忘
れ
ず
に
す
る
こ

ム」
C

務
洗
に
く
物
等
は
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
乾

燥
さ
せ
な
い
こ
と
じ

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

今
年
も
全
国

一
斉
に
十
二
月
二
十

一
日

か
ら
三
十
一
日
ま
で
年
末
瞥
減
を
実
施
し

期
間
中
は
次
の
要
領
で
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴

し
ま
す
。

ト
五
秒

材．／＼

秒、

（
終
分
間
ど
と
）
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第 4回

富山県青年の船に参加して
・南米訪問阻

水島吉範

年
末
年
始
に
お
け
る
輸
送
の
附
加
と
、

飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
り
、
ま
た
年
末
の

気
ぜ
わ
し
さ
や
、
正
月
の
解
放
感
得
か
ら

交
通
事
政
、
特
に
死
亡
事
故
が
激
増
す
る

た
め
、
交
通
道
徳
の
尚
川
閣
と
、
店
し
い
交

通
ル
l
－Y
の
実
践
に
努
め
、
県
民
の
総
－
M

を
結
集
し
て
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
絶
誠

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

本
川
崎
動
の
重
点
は

＠
飲
酒
運
転
の
絶
滅

。
家
庭
か
ら
の
飲
店
運
転
の
追
放

O
職
場
か
ら
の
飲
酒
運
転
追
政

O
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
掛
知
舵
供
業
活

の
自
主
的
活
動

。
暴
走
、
過
労
運
転
の
追
放

・
渉
行
中
刊
保
護
の
徹
ほ

－
事
業
所
（
場
）
に
お
け
る
迎
行
管

第232号ーひさあη
H
H
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－
冬
期
間
ス
ピ
ド
一

川
．タ
ウ
ン
の

推
進
と
積
，
T
叫
結
迫
路
に
お
け
る

ス
リ
ッ
プ
事
政
の
防
止

U
冬
期
間
の
歩
行
者

（と
く
に
こ
ど
も

と
老
人）

と
自
転
車
利
用
者
の
事
故

防
止
・
正
し
い
横
断
と
か
行
マ
ナ
ー

・
自
転
車
の
仲
間
陥
と
．
ル
し
い
来
り
々

の
徹
・
民
と
老
人
等
の
夜
間
に
お
け

る
自
転
車
使
用
の
自
粛

以
上
の
と
と
を
附
く
守
り
必
惨
な
交
通

引
岐
を
な
く
し
削
る
い
新
年
を
泊
え
ま
し

ょ’つ。

後
運
転
期
間
中
の
特
別
デ
｜

十
二
月
十
五
日

「
家
峰
安
全
強
調
デ

l
」

飲
制
連
転
や
、
何
諜
運
転
が
・
家
陪
に
及

ぽ
す
悲
劇
咋
を
沼
市
峡
間
で
ぶ
し
あ
い
、
ぃ
向

山
川
仙
泌
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
法
制
神
を
尚

め
る
じ

十
二
月
二
十
四
日

「
職
場
安
全
強
調
デ

服
域
、

引
業
所
（
場
）
州
］
げ
に
お
い
て
、

飲
制
運
転
が
も
た
ら
す
重
大
事
故
及
び
こ

れ
に
基
づ
く
例
人
の
粍
前
的
、
社
会
的
地

似
の
彼
誠
事
例
叩
を
併
げ
て
、
一
仰
を
飲
ん

だ
ら
運
転
し
な
い
、
組
松
を
さ
せ
な
い
と

と
を
凶
行
さ
せ
る
。

一
月
五
日

「
地
域
ぐ
る
み
交
通
安
全
推

進

デ

l
」

地
域
、
町
内
会
勺
に
お
り
る
、
新
年

会
、
特
別
会
合
等
の
機
会
を
利
用
し
、
富

山
県
交
通
安
令
郡
市
の
実
践
に
よ
り
、
地

仙
明
か
ら
交
通
事
故
の
加
山
市口布
、被山市門下
刊
を

だ
ぎ
な
い
醤
い
を
行
う
。

円
頃
か
ら
お
冗
い
に
交
通
問
題
に
関
心

を
持
ち
ぷ
し
あ
い
「
い
た
ま
し
い
」
事
般

を
な
く
し
平
和
な
家
低
や
臓
場
を
守
ろ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

富
山
県
交
通
安
全
憲
章

わ
た
く
し
た
ち
は
、
人
命
尊
重
の
精
神

に
基
づ
き
、
こ
の
憲
章
を
定
め
、
県
民
の

力
を
結
集
し
て
、
交
通
事
故
の
絶
臓
に
努

め
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
自
動
車
を
運
転
す

る
と
き
、
川
市
に
ゆ
と
り
と
ゆ
ず
り
あ
い

の
心
で
、
安
全
運
転
を
し
ま
す
。

2. 

わ
た
し
た
ち
は
、
自
転
車
を
剰
用
す

る
と
き
、
十
分
に
強
備
し
、
法
規
に
従

っ
て
乗
り
ま
す
。

3. 

わ
た
く
し
た
ち
は
、
道
路
を
歩
く
と

き
、
安
全
を
臨
か
め
、
正
し
く
歩
行
し

ま
す
。

4

わ
た
く
し
た
ち
は
、
家
族
ぐ
る
み
地

域
ぐ
る
み
で
、
交
通
道
徳
を
高
揚
し
ま

す
。

m・41-e:11青年の船は、！羽＊：：ヶ国を訪問するため、

汁号年の舶J，ならず’f青年の買し，となりました。

10~ 11 日から28日までの 1 8円間の旅は、 余りにも知
かい出問でありましたが、私たちに数多くの教訓と・1TJ

発見を与えてくれましたc
「家もビニ－Jレハウスも私のすニで作りました。世話
も1'i家発電でや っていますが、 10年後に今一l主見にう~・
てください、必ll1'Jらしいj民l却をお見せすることを約似
します。」と）Ji~く訪ってくださったブエノスアイレ

ス効外で花や野菜作りにはげむ県人移住者の l入。

ブヲジ／レでは、サンパウ＼Jのf!I場に集まる野菜、以
潟、 ＂f!:i士写は、ほとんど円本人の予によって放附されて
いるとか、またブラジ／レ特産のコシ汗ウは円オ三人の才1

によって品組改良されてっくりあげられたもので、今

f lでは重要な輸出品となっているなど、
このように、市米いたる所で日本人の却j辿さとた行

)Jが尚く許（1lliされている乙とには、 llfhii'iがさがるのみ
でL,,t:こ。
一.)j南米・1ケ｜司見通していえることは、大陸特，(fの
11JJるさと、のんびりとおおらかな心をもって中間して

いφように貼受けられましたり
金、金で、とかく人間性を失いがちなほ近の日本人

とはj皇い、そこには常に笑顔と明るいえ肢があり、人

間としての却しみが感じられ、心開まる！忍いがしまし

fこ。
物質的に出める国円本は、製して本、u，の恵昧の‘；号悩
とか、心豊かな生用といえるのだろうか・・………と今

さらながら日本を見i~（してみる必虫・をf市切に感じまし
た。
j亨く重なる宮のとをとぶ飛行機の中で、ブラジノレj農

業を支える日系人の盗や、広大な草！京を持つプノレゼン

チン、地震災＇｛If-の復興におわれるペーノレの盗を思い浮

かべながら州国の途につきました。

！出えば、全く環境の異なる国ならではの経験をさせ

ていただき、改めて祖国H本を見つめることのできた

ととと、間体；＇tニ活を通して築かれた人間関係等々、笑
り多い研修でした。
事いにもこの青年の船に参加させていただいたこと

を心から感謝しております。

おしまいになりましたが、

5

わ
た
く
し
た
ち
は
、
道
路
を
正
し
く

利
用
し
、
安
全
な
交
通
関
叫
怖
を
つ
く
り

ま
す
。

(5) 

、

．．
 
4
 

八
写
真
は
事
政
の
例
V

プヲジJレ県人会長、；J<向

！｜国太郎さんや、

池田さん一家、

森問兄弟の皆様

や、ペノレー県人

会長、水島五松

さんの元気な姿

に接しとの方々

から朝日町のみ

なさんによろし

くとの事でした

ので、紙上をか

りてお伝えいた

します。

く写真はプラジ

リアの教会と

野外彫刻＞

，， 

ヲ

t
1
・qu
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す
ば
ら
し
怠
つ
だ

北
又
谷

紅
葉
狩
ハ
イ
キ
ン
グ

朝
日
町
観
光
協
会
主
併
の
、
県
立
向
伸
明
…

公
園
「
花
又
谷
紅
策
仰
の
一ハ
イ
キ
ン
グ
」

は
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
十
月
二
卜
六
日、

約
四
十
名
の
参
加
を
得
て
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
安
ひ
と
つ
な
い
秋
附
れ
の
中
、
小
川

温
泉
元
湯
か
ら
パ
ス
に
ゆ
ら
れ
て
越
道
峠

へ
。
越
道
峠
附
辺
は
A
，
が
峰
り
と
紅
葉
を

締
り
、
．
同
思
わ
ず
磁
明
の
山
を
あ
げ
て

い
ま
し
た
。

越
道
峠
か
ら
は
品
υ入
作
に
向
け
て
、
深

ま
る
秋
を
満
喫
し
な
が
ら
の

ハ
イ
キ
ン

グ
、

捕
蹴
の
北
又
川
阪
で
の
ナ
メ
コ
汁
に

舌
つ
寸
み
を
う
ち
、
ナ
メ
コ
狩
り
に
、
あ

る
い
は
峡
谷
の
探
勝
に
と
胤
い
思
い
に
か
、

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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種
々
と
進
む

流
雪
溝
建
設
工
事

雷
の
な
い
市
街
地
を
め
ざ
し
て

さ報 ・一一 あ

町
内
流
智
慌
の
本
年
度
工
事
は
、
県
営

事
業
と
し
て
深
松
組
に
よ
り

一
部
姉
生
町

通
り
の
分
が
究
成
し
ま
し
た
が
、
ド
町
地

内
の
流
雪
崩
も
、
よ
る
八
月
三
十

一
日
か

ら
、
向
偽
建
設
の
手
に
よ
り
、
全
医
間
六

百
七
十
一
ニ
万
円
で
落
札
さ
れ
工
事
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
に
引
は
、
判
初
水
流
川
か
ら
州
へ

一
七
八
メ
i
卜山
川
の
灰
附
で
あ
り
ま
し
た

が
、
途
中
計
聞
を
郎
氏
更
し
て
下
町
令
城
に

延
長
さ
れ
、
現
純
金
広
聞
が
で
き
卜
一り、

目
下
降
巾
f

則
を
鼎
え
急
ピ
ッ
チ
で
仕
上
げ

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

民；；
昭常132年8月8目
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八
ザ
ザ
引
は
下
町
附
市

hgm工
下
〉

本
年
度
の

文
化
祭
行
事
を

か
え
り
み
て

、
・
ト
が
と
川
八
に
後
社
ぶ
ま
で
N
M
M
け
る
と

い
っ
た
川
刊
さ
に
州
が
ト
り
ま
し
た
。

川
作
皮
の
辺
川
Uγ

げ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
，
P

竹
杯
出
凶
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
山
中
央
公
民

郎
あ
る
い
は
教
行
委
同
会
の
－
E
依
共
催
咋

む
巧
え
ら
れ
何
ら
か
の
幣
盟
が
必
要
で
あ

り
、
ま
た
、
ト
本
発
炎
グ
ル
ー
プ
の
灯
成
と

参
加
に
も
hM
を
肌
ぐ
必
咲
が
い
η
え
ら
れ
司烹

叶

q
’f
ハ
リ
誌
は
発
点
会
加

．
寄
の
邦
楽
街
奏

会
ス
ナ
ッ
プ

V

第
五
凶

富
山
県
青
年
の
船

団
員
募
集

。
派

遣

先

中
市
人
民
共
和
国

。
派
遣
期
間

間
利
五
ト
年
間
月
一一
日
か

ら
同
月
卜
八
日
ま
で

O
個
人
負
担
経
費

一
人
約
七
万
円

。
応
募
資
格

日
本
の
国
籍
を
釘
し
、
笛

山
県
に

一
年
以
上
在
住
す
る
満
二
十
才

以
上
二
十
九
寸
ま
で
の
別
交
（
昭
和
二

卜
年
四
月
－
一
日
間
利
：・ト
作
問
月
一
日

ま
で
に
作
一ま
れ
た
者
〉

。
募
集
締
切
日

昭
和
問
十
九
年
1
一
一月

一
．
十
五
日
（
十
二
月
二
十
五
日
午
後
五

時
ま
で
に
、
a

作
文
申
込
書
等
必
袋
書
類

を
脱
出
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
）

O
面

接

卜

一
．
川
．
卜
七
円
（
金
）
午
後

一
時
制
門
町
議
会
議
場

。
申
込
先

制
日
町
教
門
委
員
会

。
応
募
申
込
用
紙

咋
は
朝
日
町
教
筒
委

員
会
に
あ
り
ま
す
。

O
く
わ
し
い
こ
と
は
、
明
日
町
教
向
円
安
は

会
（
①

一一

O
門
〉
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・・＇・｝ ． 一
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一

明
日
町
出
身
の

H
A仙
隊
以
の
激
刷

…
と
、
合
わ
せ
て
父
川ん
の
判
怖
を
凶
る

一
乙
と
を
目
的
と
し
て
、

ト
パ
．． 
卜ぃハ

一
目
、
耐
性
セ
ン
タ
ー
で
明
日
町
什
術

一
隊
父
川
会
の
誠
司
総
会
が
附
似
さ
れ

一
ま
し
た
。
当
日
、
自
衛
隊
・
冨
山
地
万

一
連
絡
部
及
び
来
世
の
あ
い
さ
つ
の
あ

一
と
、
創
約
、
役
員
の
選
州
事
業
計
画

…
等
を
き
め
ま
し
た
。

…

尚
、
新
役
・凶
は
次
の
々
々
で
す
。

一
会

長
宏
一
雄
諸
般
（
山
附
〉

一
刷
会
長

竹
内
徳
一
．
（侠
川
〉

一

。

小

坂

与

一
（川）

一
郎
事
杉
本
間
柄
（
火
家
内
）

一

。

長

保

持

光
（
山
崎
〉

一

。

水

防

繁

〈

境

）

一
政
引
級
建
滋
説
（
泊
）

一

。

縦

川

正

．
．
 （火山家
肌
）

朝
日
町
自
衛
隊
父
兄
会
発
足

相
談
ご
と
ご
案
内

マ
行
政
相
談

日
時

総
月
筋

一
火
服
日

午
前
十
時

t午
後
三
時

場

所

朝

日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

マ
人
権
法
律
相
談

日

時

十

二
月
十
七
日

午
前

l
w
t午
後
一一
一時

場
所
朝
日
町
制
祉
セ
ン
タ
ー

マ
心
配
ご
と
相
談

日
時
毎
週
火
限
日

午
前
十
時

1
午
後
一二
時

場

所

朝

日
町
伺
社
七
ン
ク
l

T
E
L－－

1
0
五
じ
ムハ

、べ一・・ ． 町 a .,....,.. .... ‘ 
.:::・・ ~.d；司、，，... - ..... 。ふ‘・..

宅ム

3
 

・e

’・

i'7" 

年
賀
状
や
年
末
の

小
包
の
発
送
に
つ
い
て

、，B’ 一

・・＂＂＇＂＇＇ ・・ρ 

。
十
二
月
＋
五
日
の
日
曜
日
に
は
山
梨
朕
み

ん
な
で
年
賀
状
を
白
き
ま
し
ょ
う
。

乙
と
し
も
十
二
月
十
五
日
か
ら
一年
賀
状

の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
思
め
に
準
備
し

て
裂
し
く
心
の
こ
も
っ
た
年
賀
状
を
作
り

ま
し
ょ
う
P

・S

・

そ
し
て
・
r
N

日
に
先
刈
に
印刷
く
よ
う
十
二

月
二
＋
日
ま
で
に
、
お
そ
く
と
も
ト
て
川

一
．ー
に
日
ま
で
に
は
山
し
ま
し
ょ
う
。

。
郵
便
番
号
は
住
所
の
一
一
筋
で
す
。
医
し

く
は
っ
き
り
と
必
ら
ず
お
書
き
く
だ
さ

、、A
V
・ν
な
お
、
あ
な
た
の
住
所
に
も
郵
便
吊
す

を
お
潜
き
く
だ
さ
い
。

。
あ
て
名
は
は
っ
き
り
正
確
に
、

特
仁
ア

パ
ー
ト
等
に
お
住
ま
い
の

N
o
同
店
、
ト

宿
の
方
、
お
子
さ
ま
な
ど
に
あ
て
る
と
き

は
、
肩
書
き
を
省
略
し
な
い
で
必
ら
ず
書

い
て
く
だ
さ
い
。

。
年
賀
状
を
幽
さ
れ
る
と
き
は
、

「
仙
川

区
内
あ
て
」

「
舟
見
尚
区
内
あ
て
」
「
南

山
県
内
あ
て
L

「
県
外
あ
て
」
な
ど

t
b叩

い
た
紙
片
を
上
に
し
て
た
ば
ね
、
府
知
悦
川

の
窓
円
に
お
出
し
下
さ
い
。

。
小
包
は
早
く
、
年
末
の
小
包
は
十
二
月

十
一一一
日
。
お
そ
く
と
も
十
二
月
十
・
九
日
ま

で
に
は
出
し
ま
し
ょ
う
。

。
年
賀
状
の
配
達
に
つ
い
て
ご
協
力
を
、

花
自
に
は
仕
事
を
休
む
事
務
所
、術開
店
が

あ
り
ま
す
が
、
扉
、
シ
セ
ッ
タ
ー
が
閉
っ

て
い
る
と
、
配
達
が
困
難
で
あ
る
ば
か
り

で
な
く
、
郵
便
物
が
よ
ご
れ
た
り
な
く
な

っ
た
り
し
ま
す
。
郵
便
受
紺
の
な
・い事

務
所
、
商
店
な
ど
は
必
ら
ず
シ
ヤ
ァ
ク
ー

な
ど
を
附
け
て
お
く
よ
う
と
協
刈
く
だ
さ

、。
E
UV
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朝
日
町
善
意
銀
行

ひ

次
の
か
た
が
た
か
ら
、
明
日
町
汚
必
制

行
へ
口
弔
な
仰
い
必
を
附
託
さ
れ
ま
し
た
η

ζ

こ
に
序
く
お
比
山
中
し
あ
げ
ま
す
。

壱
万
円
山
桜

町

上

野

道

徳

殿

交
通
事
政
被
引いけ見持
金
を
社
会
一
伺
祉
の

附
進
に
役
・イ凡て
て
ド
さ
い
と
山
川
悼
惜
さ
れ

た
も
の

参
万
円
山
幸

町

大

和

マ

ツ
ヱ
殿

み
な
さ
ま
に
い
ろ
い
ろ
と
大
金
お
欧
河
川

に
な
り
ま
し
た
。
お
蔭
さ
ま
で
長
引
が

結
婚
を
し
て
一

人
前
に
な
り
ま
し
た
と

そ
の
よ
ろ
こ
び
と
お
仙
の
J

パ
柴
に
添
え

て
持
参
さ
れ
た
も
の

弐
力
川
山東

三

浦

町

波

間

皇

太
郎
殿

逝
く
な
ら
れ
た
奥
さ
ん
の
み
よ
さ
ん
の

供
養
の
た
め
、
者
興
返
し
の
一
却
を
社

会
福
祉
の
精
進
に
と
持
参
さ
れ
た
も
の

也
万
円
也

さあ報

三
枝
橋

蔵

弁

庄

作

殿

長
男
の
正
閉
ざ
ん
が
結
婚
を
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
そ
の
よ
る
乙
び
を
社
会
初
枕

の
た
め
に
と
持
参
さ
れ
た
も
の

也
下
川
山

横

山

純

子

殿

横

山

務

一
殿

恵
ま
れ
な
い
人
迭
の
た
め
に
役
立
て
て

下
さ
い
と
的
小
乍
校
内
作
午
と
．． 
作
・
作

の
姉
川
め
が
作
参
さ
れ
た
も
の

十
万
円
山
長

野

川

よ

留

安
殿

去
る
八
月
六
U
H
K
衣
川
上
苔
代

rさ
ん

（
同
才
）
が
．
小
山胞
の
い
父
池
山
戸
械
に
あ
い
、

荒

Jll 

そ
の
際
多
数
の
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

の
似
剛
を
受
け
ま
し
た
が
、
そ
の
か
い

も
な
く
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
山
市
1
時
多

数
の
山
々
の
詰
意
に
対
し
心
か
ら
の
感

謝
の
丈
を
河
川
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
そ
の

門
広
州
九
月
号
に
相
介
し
ま
し
た
が、

こ
の
た
び
、
さ
ら
に
中
1

時
の
州
印
さ
れ

た
ん
に
対
す
る
感
謝
と
、
円
ぴ
ζ

の
よ

う
な
羽
似
の
な
い
こ
と
の
祈
り
を
と
め

て
、
い
削
祉
事
業
の

一
助
に
と
の
惇
い
帯

以
が
討
せ
ら
れ
ま
し
た
け

O
五
ケ
庄
小
学
校
へ

魚
津
市
追
分
孝
典
氏
か
・」リ
仙川州
市
父
栄

れ
さ
ん
の
逃
ぷ
と
し
て
応
出
七
ツ
ト

1
1
t
’
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こ
と
し
も

歳
未
だ
す
け
あ
い

運
動
に
協
力
を

以
ま
れ
な
い
人
述
も
み
ん
な
そ
う
円
て

川
る
い
お
正
月
を
迎
え
て
い
た
だ
く
た
め

今
作
も
ま
た
蔵
米
た
す
け
あ
い
辿
動
が
附

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の

町
川
仙
の
み
な
さ
ま
の
削
い
と
附
h
M
を
心

か
ら
お
刷
い
中
し
あ
げ
ま
す
の

昨
年
と
同
ょ
う

「
愛
の
袋
」
に
よ
門

一W
川

．．

．
 0円
以
じ
を
N
M
M
と
殺
し
て

お

η
ま
す
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水
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小
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